
 

 

 

  

第第２２章章  

子子どどもものの未未来来をを創創りり  

豊豊かかなな文文化化をを育育むむままちち  すすずずかか  
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◆◆第第２２章章体体系系図図  

めめざざすすべべきき都都市市のの状状態態  施施策策  単単位位施施策策  

００５５  みみんんなながが支支ええ合合いい，，

安安心心ししてて子子育育ててししてていい

るるこことと  

００ ５５ １１   安安心心ししてて結結

婚婚・・出出産産・・子子育育てて

ががででききるる環環境境づづくく

りり  

００５５１１１１  産産みみ育育ててややすすいい地地域域・・社社会会環環境境

のの構構築築  

００５５１１２２   結結婚婚・・妊妊娠娠・・出出産産支支援援とと子子育育てて

家家庭庭へへのの支支援援  

００５５１１３３  ラライイフフスステテーージジにに応応じじたた適適切切なな支支

援援のの実実施施  

００５５２２  子子どどもものの保保育育

環環境境とと幼幼児児教教育育

環環境境のの整整備備  

００５５２２１１  就就学学前前児児童童のの教教育育・・保保育育環環境境のの

整整備備  

００５５２２２２  放放課課後後児児童童のの保保育育環環境境のの整整備備  

００６６  家家庭庭，，地地域域，，学学校校がが

連連携携ししてて，，全全ててのの子子どど

ももがが楽楽ししくく学学べべるる教教育育

環環境境ににななっってていいるるこことと  

００６６１１  社社会会をを生生きき抜抜

くく子子どどもものの育育成成  

００６６１１１１  ググロローーババルルなな視視点点でで主主体体的的にに学学

びび，，社社会会にに発発信信すするる子子どどもものの育育成成  

００６６１１２２   基基礎礎・・基基本本をを身身にに付付けけ，，自自らら表表

現現すするる子子どどもものの育育成成  

００６６１１３３  豊豊かかなな感感性性をを持持ちち，，自自律律ししたた子子

どどもものの育育成成  

００６６１１４４  健健康康へへのの意意識識をを高高めめ，，健健ややかかなな

体体をを持持つつ子子どどもものの育育成成  

００６６１１５５  命命をを尊尊重重しし，，人人のの多多様様性性をを認認めめ

合合ええるる子子どどもものの育育成成  

００６６２２   教教育育環環境境のの

充充実実  

００６６２２１１  学学校校ととととももにに子子どどももをを育育むむ地地域域

づづくくりりのの推推進進  

００６６２２２２  楽楽ししくく安安心心ししてて学学べべるる教教育育環環境境

づづくくりりのの推推進進  

００６６２２３３  地地域域資資源源をを生生かかししたた学学習習環環境境のの

充充実実  

００７７  人人とと文文化化をを育育みみ，，心心

豊豊かかにに過過ごごししてていいるるここ

とと  

００７７１１   自自らら学学びび，，広広

げげるる文文化化とと生生涯涯学学

習習活活動動のの推推進進  

００７７１１１１  市市民民参参加加にによよるる芸芸術術・・文文化化活活動動

のの推推進進  

００７７１１２２  学学びび，，生生かかすす生生涯涯学学習習のの推推進進  

００７７１１３３  図図書書ササーービビススのの充充実実  

００７７２２   文文化化財財のの保保

護護とと活活用用のの推推進進  

００７７２２１１  文文化化財財のの発発掘掘・・調調査査とと保保存存  

００７７２２２２  文文化化財財をを活活用用ししたたままちちづづくくりり  

００８８  ススポポーーツツをを観観てて，，参参

加加ししてて，，楽楽ししんんででいいるるここ

とと  

００８８１１   ススポポーーツツ（（運運

動動））をを通通じじたた豊豊かか

ささのの醸醸成成  

００８８１１１１  市市民民参参加加型型ススポポーーツツのの推推進進  

００８８１１２２  快快適適にに利利用用ででききるる運運動動施施設設のの整整

備備・・運運営営  
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■成果指標１：子育てについて相談ができる場所や機会を知っている市民の割合 

現状値 

（2015年度） 
43.9％ 

目標値 

（2023年度） 
75.0％ 

 

 

社会経済環境の急激な変化を受けて，少子化の進展，ひとり親家庭などの増加，地域

のつながりの希薄化，児童虐待，子どもの貧困，女性の社会進出の増加，ワーク・ライ

フ・バランスの不均衡が起こり，子育ての悩みや不安を抱える保護者が増加しています。 

そのような中，保育所や放課後児童クラブは，安心して子どもを預けることができる

施設として，需要が非常に高くなっています。 

また，現在４１の公私立保育所をはじめ，公私立幼稚園や認可外の保育施設，各小学

校区に設置された放課後児童クラブなどで，様々な教育・保育ニーズに対応しています

が，特に，若い世代においてライフスタイルの多様化や社会経済状況の影響により，結

婚・出産・子育ての希望がかないにくい状況となっており，晩婚化や晩産化が進展して

います。 

 

 

本市では，私立保育所の充実もあり，様々な保育需要に対応してきましたが，今後は，

従来の保育に加え，障がい児，病児・病後児，休日・一時預かりなど多様な保育ニーズ

が一層増えるものと考えられます。 

一方では，幼稚園に対するニーズが減少しており，既に本市の公立幼稚園については，

統廃合が進んでいる中，就学前教育・保育の環境整備の充実を図る必要があります。 

また，核家族化の進展や地域とのつながりの希薄化などの影響で，子育ての孤立化に

も対応する必要があります。 

さらに，少子化の解消に向けて，結婚から妊娠，出産，子育てなど各段階に応じた支

援の充実が課題となっています。 

 

 

子どもが心身ともに健康に育ち，誰もが安心して結婚や妊娠，出産，子育てができる

よう，全ての家庭を対象に妊娠・出産期から切れ目のない支援を行います。 

また，きめ細かい相談体制，子育て情報の提供の充実を図りながら，家庭，地域，学

校などが連携し，子育てしやすい環境を構築します。 

現  状  認  識 

将来展望を踏まえた課題 

 

行政の使命（ミッション） 

 

 

めざすべき都市の状態０５ 

「みんなが支え合い，安心して子育てしていること」 
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施施策策－－００５５１１：：安安心心ししてて結結婚婚・・出出産産・・子子育育ててががででききるる環環境境づづくくりり  

－担当部：子ども政策部－ 

【施策の概要】 

 家庭環境や社会環境の変化に対応できるよう，子育てを地域で支える環境や，自助・

共助に基づき，より身近な場所での支援体制を構築するとともに，結婚，出産，子育て，

教育などに関する情報交換や相談ができる環境整備と支援を受けられる場所・機会の充

実を図ります。 

 

◇◇単単位位施施策策－－００５５１１１１：：産産みみ育育ててややすすいい地地域域・・社社会会環環境境のの構構築築  

－担当課：子ども政策課－ 

 

目 的 

地域のつながりが希薄化する中，子育てのストレス軽減や孤立感の解

消などの不安要因を取り除くために，子育て支援拠点施設に親子が気

兼ねなく集い，利用者が子育てに関する知識や情報を得ることができ

る環境の整備を行うなど，安心して子育てができるための自助，共助

の仕組みを作ります。 

概 要 

・地域の関係が希薄になる中で，子育て中の親同士，あるいは世代を

超えた人と人を結び付けることにより，地域の子育て力を高めま

す。 

・地域交流やネットワークづくりに積極的に取り組みます。 

・家庭や地域において，自助・共助を基本として，安心して子育てが

できるよう，地域子育て支援拠点施設などを核にした人材育成，啓

発活動，環境整備をします。 

成

果

指

標 

指標名 地域子育て支援拠点施設※利用者数 
目標値 

（2019年度） 
55,000人 

指標設定

理由 

地域子育て支援拠点施設の利用者

が増加することは，子育てに関する

知識・情報が共有され，安心して家

庭や地域で子育てが可能となる環

境づくりに寄与するため。 

現状値 

（2015年度） 

50,805人 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

 

※地域子育て支援拠点施設…乳幼児及び保護者が相互の交流を行う場所を開設し，子育てについ

ての相談，情報の提供，助言などの事業を行う施設のこと。 
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◇◇単単位位施施策策－－００５５１１２２：：結結婚婚・・妊妊娠娠・・出出産産支支援援とと子子育育てて家家庭庭へへのの支支援援  

－担当課：子ども政策課－ 

 

目 的 

結婚への支援，出産を望む夫婦や子育て中の家庭への支援を行い，個

人や家庭が置かれた状況にかかわらず，結婚願望が充足され，安心し

て子どもを産み育てられるような環境を整備します。 

概 要 

・結婚，出産，子育てに対する情報を発信することで，結婚以降の不

安感の軽減と子育て世代が子育てしやすい環境づくりを促進しま

す。 

・婚活情報の提供，不妊治療への助成，子育て支援センターの各種事

業などを実施し，安心して子育てなどができる支援体制を構築しま

す。 

成

果

指

標 

指標名 年間出生数 
目標値 

（2019年度） 
1,800人 

指標設定

理由 

年間出生数が増加することは，安心

して結婚，出産ができる環境が整備

されていることにつながるため。 

現状値 

（2015年度） 

1,761人 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 
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◇◇単単位位施施策策－－００５５１１３３：：ラライイフフスステテーージジにに応応じじたた適適切切なな支支援援のの実実施施  

－担当課：子ども家庭支援課，子ども政策課－ 

 

目 的 
子どもと子育て世代のライフステージに応じて，心身ともに健康な状

態で子育てができるようにします。 

概 要 

・子どもや子育て世代のライフステージや家庭環境に対応した相談・

支援を実施します。 

・発達，就学，教育の相談に応じ，課題などを早期に把握し，早期対

応につなげます。 

・就学前から，集団適応に困難を抱える児童を早期に発見するため，

集団適応健診（５歳児健診）を行い，支援につなげます。 

・相談支援対応職種を増やし，様々なニーズに対応できるようにしま

す。 

・虐待の早期発見・早期対応，また，子どもや子育てに関する不安を

解消し，安心・安定して子育てができる支援体制を構築します。 

成

果

指

標 

指標名 相談支援対応延べ件数 
目標値 

（2019年度） 
18,000件 

指標設定

理由 

相談支援対応延べ件数が増えるこ

とは，ライフステージに応じたニー

ズに適切かつ柔軟に対応し，より多

くの子どもと子育て世代の不安解

消につながるため。 

現状値 

（2015年度） 

13,269件 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

第３次子どもの健全育成推進基本計画 
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施施策策－－００５５２２：：子子どどもものの保保育育環環境境とと幼幼児児教教育育環環境境のの整整備備  

－担当部：子ども政策部－  

【施策の概要】 

幼児期の学校教育や保育，地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を進めるためにス

タートした子ども・子育て支援新制度に基づいて，制度・体制の整備を行うとともに，

就学前教育・保育施設の長寿命化，適正配置などを図ります。 

 また，保護者や地域，関係機関と連携して，教育・保育環境の向上を支援します。 

 

◇◇単単位位施施策策－－００５５２２１１：：就就学学前前児児童童のの教教育育・・保保育育環環境境のの整整備備  

－担当課：子ども政策課，子ども育成課－ 

 

目 的 

子育てと仕事の両立ができる環境を整備するため，適切な教育・保育

環境を確保し，質の高い教育・保育サービスを総合的に提供すること

で，就学前児童の健やかな成長を育みます。 

概 要 

・幼保一元化を視野に入れた公立幼稚園と公立保育所の再編整備を進

めるとともに，施設の長寿命化などを図ります。 

・利用者のニーズや設置者の意向，地域性などを踏まえ，鈴鹿市子ど

も・子育て会議の意見を聴きながら幼保一元化を推進します。 

・教育・保育の質の向上のため，幼稚園教諭・保育士の人材確保及び

人材育成を進めます。 

・一時預かり事業などの特別保育事業の充実を図るとともに，子育て

支援拠点施設の整備を進めます。 

成

果

指

標 

指標名 
就学前児童総数に対して，教育・保

育施設※を希望し利用している割合 

目標値 

（2019年度） 
65.0％ 

指標設定

理由 

就学前児童総数に対して，教育・保

育施設を希望し利用している割合

が増加することは，子育てと仕事の

両立ができる環境が整備され，質の

高い教育・保育サービスの提供につ

ながるため。 

現状値 

（2015年度） 

62.9％ 

（2015.4.1現在） 

単位施策を推進

する個別の計画 

鈴鹿市子ども・子育て支援事業計画 

鈴鹿市立幼稚園再編整備計画 

※教育・保育施設…保育所（園），幼稚園，認定こども園のこと。 
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◇◇単単位位施施策策－－００５５２２２２：：放放課課後後児児童童のの保保育育環環境境のの整整備備  

－担当課：子ども政策課－ 

 

目 的 
放課後児童クラブの設立・運営を支援し，就学児童の安全・安心な放

課後の生活の場を確保します。 

概 要 

・児童とその保護者の希望に沿えるよう，放課後児童クラブを整備し

ます。 

・保護者や地域，関係機関と連携した放課後児童クラブの設立や運営

などを支援します。 

・安全・安心な放課後児童クラブの施設環境を整備します。 

・一体型を中心とした放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の計画

的な整備を進めます。 

成

果

指

標 

指標名 
施設整備が完了した放課後児童ク

ラブの割合 

目標値 

（2019年度） 
100％ 

指標設定

理由 

放課後児童クラブの環境整備が進

むことは，安全・安心な放課後の生

活の場の確保につながるため。 

現状値 

（2015年度） 
77％ 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

「放課後子ども総合プラン」に基づく鈴鹿市行動計画 
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■成果指標１：「学校に行くのは楽しい」と回答した児童生徒の割合 

現状値 

（2015年度） 

86.5％ 

（2014年度） 

目標値 

（2023年度） 
90.0％ 

■成果指標２：学校教育活動や地域の子育て活動に参加している市民の割合 

現状値 

（2015年度） 
14.4％ 

目標値 

（2023年度） 
20.0％ 

 

 

 

急激な少子化・高齢化，グローバル化の進展など，変化の激しいこれからの社会を生

きる力を，より一層育むことをめざし，様々な教育改善が取り組まれています。 

また，社会性や自立心などの子どもの育ちや基本的生活習慣などに課題を抱える家庭

は多く，家庭教育が困難な状況にあり，さらに，コミュニティが衰退の一途をたどる中，

地域での教育が困難な状況です。 

 

 

子どもたちや教育を取り巻く環境が急激に変化する中にあって，一人ひとりの能力を

最大限に高め，未来への希望を育むとともに，社会を生きる力，特にコミュニケーショ

ン能力・思考力・判断力・表現力など，物事を積極的に実践する力の養成に向けて教育

の充実を図る必要があります。 

また，家族形態の変化などから社会の価値観が多様化する中，子どもたちの豊かな育

ち，健全な育成を支えるための学校づくりを推進するためには，地域ぐるみで子どもた

ちを育てる環境を整備する必要があります。 

 

 

 変化の激しい社会を生きる力を育む教育内容を展開するとともに，技術革新に対応し

た教育環境を整備します。さらに，家庭や地域とともにある学校づくりを推進すること

により，将来，本市の成長を支える人材を育成する教育を実現します。

現  状  認  識 

将来展望を踏まえた課題 

 

行政の使命（ミッション） 

 

 

めざすべき都市の状態０６ 

「家庭，地域，学校が連携して，全ての子どもが楽しく学べる 

教育環境になっていること」 
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施施策策－－００６６１１：：社社会会をを生生きき抜抜くく子子どどもものの育育成成  

－担当部：教育委員会事務局－ 

【施策の概要】 

 多様で変化の激しい社会の中で，個人の自立と協働を図るための主体的・能動的な力

である，社会を生きる力を養成するため，知（確かな学力）・徳（豊かな心）・体（健や

かな体）の調和が取れた教育内容を展開するとともに，グローバル化・情報化に対応し

た教育を推進します。 

◇◇単単位位施施策策－－００６６１１１１：：ググロローーババルルなな視視点点でで主主体体的的にに学学びび，，社社会会にに発発信信すするる子子どどもものの育育成成  

－担当課：教育指導課－ 

目 的 

グローバル化やＩＣＴによる情報化などの進展により，価値観の多様

化が一層進行する社会において，人々と協働し，主体的・能動的に学

び続けるとともに，郷土を愛し，積極的に社会に参画する子どもたち

を育成します。 

概 要 

・様々な国の人々と積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度

及び基礎的英語力やＩＣＴを効果的に活用する力の育成に資する

取組を推進します。 

・子どもたちが分かりやすく，一人ひとりの能力や特性に応じた学び

を行い，子どもたちが相互に学び合う協働学習を推進します。 

・環境への負荷が少なく持続可能な社会を構築するため，人間と環境

との関わりについて理解を深める取組を推進します。 

・学校・家庭・地域の連携により，社会参画意識や公共の精神など，

主権者として社会で自立するための基礎的な能力や態度の育成に

資する取組を推進します。 

・主体的・協働的に学ぶ学習，いわゆる「アクティブ・ラーニング※」

を取り入れた授業改善を推進することで，学びの質を高めます。 

成

果

指

標 

指標名 

全国学力・学習状況調査において，

「人の役に立つ人間になりたいと

思う」と回答した児童生徒の割合 

目標値 

（2019年度） 
96.0％ 

指標設定

理由 

人の役に立つ人間になりたいと思

う児童生徒が増えることは，将来，

積極的に社会に参画する人材の増

加につながるため。 

現状値 

（2015年度） 
94.1％ 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

鈴鹿市教育振興基本計画 

※アクティブ・ラーニング…教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，学習者の能動的

な学習への参加を取り入れた教授・学習法のこと。 
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◇◇単単位位施施策策－－００６６１１２２：：基基礎礎・・基基本本をを身身にに付付けけ，，自自らら表表現現すするる子子どどもものの育育成成  

－担当課：教育指導課，教育支援課－ 

 

目 的 

夢に向かって自らの進路を切り拓いていくための基礎となる確かな

学力を培い，自分の考えを相手に伝わるように表現することのできる

子どもたちを育成します。 

概 要 

・発達段階に応じた体系的なキャリア教育※を通して，「生き方・考え

方」を培い，主体的な進路選択を行うために必要となる基礎的態

度・能力の育成を図ります。 

・学ぶ意欲を高め，基礎的・基本的な知識及び技能を習得させ，これ

らを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力

を育成します。 

・言葉を学び，感性を磨き，表現力を高め，想像力を豊かなものにし，

人生をより深く生きる力を身に付けていくために読書活動を推進

します。 

・外国籍の子どもをはじめとする子どもの日本語能力に応じて，日本

語で学習活動に参加する力を育成します。 

成

果

指

標 

指標名 

全国学力・学習状況調査において，

国語または算数（数学）いずれかの

結果で，全国の平均正答率を，基礎

知識を問う問題，知識の活用力を問

う問題ともに上回る学校の割合 

目標値 

（2019年度） 
50％ 

指標設定

理由 

基礎的な学力とそれを活用する力

を身に付けることは，子どもたちが

社会を切り拓く，生きる力の育成に

つながるため。 

現状値 

（2015年度） 
25％ 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

鈴鹿市教育振興基本計画 

※キャリア教育…一人ひとりの社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度を育て

ることを通して，キャリア発達を促す教育のこと。 
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◇◇単単位位施施策策－－００６６１１３３：：豊豊かかなな感感性性をを持持ちち，，自自律律ししたた子子どどもものの育育成成  

－担当課：教育指導課，教育支援課－ 

 

目 的 

正しい判断力を身に付け，一人ひとりが自律してよりよく生きるとと

もに，心を動かす体験などを通して，豊かな感性を持つ子どもたちを

育成します。 

概 要 

・家庭や地域と連携し，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育を

推進します。 

・芸術活動を通じて，子どもの感性や創造性を育み，豊かな情操を養

います。 

・適切な判断力と責任を持って情報を扱い，望ましい情報社会の創造

に参画しようとする態度を育成するための情報モラル教育を推進

します。 

・一人ひとりの子どもたちの健全な成長を促し，自己実現を図ってい

くための自己指導能力を育成します。 

成

果

指

標 

指標名 

全国学力・学習状況調査において，

「地域や社会をよくするために何

をすべきかを考えることがある」と

回答した児童生徒の割合 

目標値 

（2019年度） 
60.0％ 

指標設定

理由 

地域や社会をよくするために何を

すべきかを考えることがある児童

生徒の割合が高まることは，正しい

判断力を身に付け自律して生きる

児童生徒の育成につながるため。 

現状値 

（2015年度） 
36.7％ 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

鈴鹿市教育振興基本計画 
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◇◇単単位位施施策策－－００６６１１４４：：健健康康へへのの意意識識をを高高めめ，，健健ややかかなな体体をを持持つつ子子どどもものの育育成成  

－担当課：教育指導課，学校教育課－ 

 

目 的 

豊かな人生を送るための基礎となる体力づくりのための運動に親し

むとともに，健康な体を作るための食について正しい知識を持ち，望

ましい食生活を確立できる児童生徒を育成します。 

概 要 

・体育や保健体育科の授業改善や運動の日常化の取組などを進めるこ

とにより，子どもたちが体を動かすことを「楽しい」と感じ，運動

やスポーツに親しみ，体力の向上につながる取組を推進します。 

・子どもたちが，健康安全について科学的に理解し，自らの健康を適

切に管理し改善していこうとする取組を推進します。 

・学校における保健指導の充実を図るとともに，学校医や医療機関と

の連携を進めます。 

・学校給食における地産地消を推進するとともに，子どもたちが健全

な食生活を実践できるよう，栄養教諭を中核とした家庭・地域・学

校の連携による食育※の推進体制を構築します。 

・学校給食を通して，子どもの心身の健全な発達と食に関する正しい

理解と適切な判断力を養います。 

成

果

指

標 

指標名 

全国体力・運動能力，運動習慣等調

査において，小中学校別，男女別の

全３２種目のうち，全国平均値を上

回る種目の割合 

目標値 

（2019年度） 
50.0％ 

指標設定

理由 

子どもたちの活力の源である体力

が向上することは，子どもたちの意

欲や気力といった精神面の充実や

健康維持につながるため。 

現状値 

（2015年度） 
15.6% 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

鈴鹿市教育振興基本計画 

※食育…生きる上での基本であって，知育・徳育・体育の基礎となるものであり，様々な経験を

通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し，健全な食生活を実践するこ

とができる人間を育てること。 
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◇◇単単位位施施策策－－００６６１１５５：：命命をを尊尊重重しし，，人人のの多多様様性性をを認認めめ合合ええるる子子どどもものの育育成成  

－担当課：教育支援課，教育指導課－ 

 

目 的 

全ての子どもたちに，人の多様性を認め合うことができる人権感覚や

意識を身に付けさせることによって，差別やいじめを許さず，多様な

人々とともに生きていこうとする態度を育成します。 

概 要 

・互いを信頼し，受容し合える豊かな人間関係を形成し，人権尊重の

意識と実践力を育成する人権教育を推進します。 

・いじめや暴力を許さない子どもたちを育成します。 

・関係機関と連携した途切れのない支援体制を構築するとともに，障

がいの有無にかかわらず尊重し合える態度の育成をめざした特別

支援教育を推進します。 

・文化や価値観の多様性について理解し，ともに生きる社会を実現し

ようとする実践力を育む多文化共生教育を推進します。 

・安全に関する基礎的・基本的事項を系統的に理解し，思考力，判断

力を高め，実践的な能力や態度，望ましい習慣の形成を図ります。 

・関係機関と連携し，不登校となっている児童生徒の早期発見・早期

対応に取り組むとともに，学校生活への復帰や，自立支援を行いま

す。 

成

果

指

標 

指標名 

全国学力・学習状況調査において，

「自分にはよいところがある」と回

答した児童生徒の割合 

目標値 

（2019年度） 
85.0％ 

指標設定

理由 

児童生徒の自己肯定感の高まりは，

自分を大切にする意識や態度につ

ながり，他者を大切にする意識や態

度にもつながるため。 

現状値 

（2015年度） 
70.6％ 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

鈴鹿市教育振興基本計画 

鈴鹿市人権教育基本方針 

鈴鹿市いじめ防止基本方針 
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施施策策－－００６６２２：：教教育育環環境境のの充充実実  

－担当部：教育委員会事務局，文化スポーツ部－ 

【施策の概要】 

 子どもたちの豊かな育ち，健全な育成を支えるための学校づくりを推進するためのコ

ミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）などや，家庭，地域，幼稚園，小学校及

び中学校がネットワークを築き，地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます。 

 さらに，社会の変化や技術革新に対応し，安全・安心な教育環境を整備するとともに，

子どもたちの将来が，家庭の経済的な環境などによって左右されることのないよう必要

な支援を行うことにより，子どもたちの学びと成長を支えます。 

 

◇◇単単位位施施策策－－００６６２２１１：：学学校校ととととももにに子子どどももをを育育むむ地地域域づづくくりりのの推推進進  

－担当課：教育支援課，教育指導課－ 

 

目 的 

子どもたちを取り巻く環境が大きく変化し，教育課題が多様化・複雑

化する中で，学校だけでなく，家庭，地域，学校が連携して課題や目

標を共有し，一体となって，子どもたちの成長を支える教育を実現し

ます。 

概 要 

・幼小中が連携し，幼稚園入園から中学校卒業までの連続する育ちを

踏まえた教育活動を展開することで，小学校から中学校への滑らか

な接続を図り，子どもたちの豊かな心の育成と学力向上に向けた取

組を推進します。 

・コミュニティ・スクールを活用した保護者（家庭）・地域・学校が

一体となった学校づくりを推進します。 

・児童生徒の生活背景が複雑化・多様化する中，家庭・地域・学校・

関係機関の連携を強化し，教育相談体制及び就学支援体制の充実を

図ります。 

・就学前の保育・教育方針，指導及び研修の充実を図ります。 

成

果

指

標 

指標名 
学校の教育活動への参加に満足し

ている保護者・地域住民の割合 

目標値 

（2019年度） 
70.0％ 

指標設定

理由 

学校の教育活動に参加し，満足して

いる保護者・地域住民の割合が増え

ることは，ネットワークの強化につ

ながるため。 

現状値 

（2015年度） 

51.9％ 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

鈴鹿市教育振興基本計画 
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◇◇単単位位施施策策－－００６６２２２２：：楽楽ししくく安安心心ししてて学学べべるる教教育育環環境境づづくくりりのの推推進進  

－担当課：教育総務課，学校教育課，教育指導課， 

教育支援課－ 

 

目 的 

子どもたちが楽しく安心して学べるよう，様々な教育環境を整え，ま

た，学びの環境を保障することにより，本市の成長を支える人材を育

成します。 

概 要 

・子どもたちの支援や学びの充実をめざし，小中学校へ必要に応じ，

人的配置を行います。 

・学校施設の老朽化などに対応し，安全面・衛生面・機能面の充実を

図ります。 

・技術革新に伴う，ＩＣＴ教育環境の整備を推進します。 

・通学路を含む学校における安全を確保するとともに，危機管理体制

を充実します。 

・就学援助制度や奨学金制度を実施し，保護者や子どもの経済的な負

担軽減を図ります。 

・外国人児童生徒の教育を受ける権利を保障するため，関係機関など

と連携し，就学や進路選択に関わる支援を推進します。 

・望ましい集団規模を確保するため，学校規模の適正化や適正配置に

ついて検討を行います。 

・教職員のキャリアステージ※に応じた研修などを充実し，継続的な

資質向上を図ります。 

成

果

指

標 

指標名 
学校施設の整備に満足している保

護者・地域住民の割合 

目標値 

（2019年度） 
50.0％ 

指標設定

理由 

学校施設の整備に対する満足度が

高まることは，子どもたちの学習環

境の向上を示すこととなるため。 

現状値 

（2015年度） 

30.2％ 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

鈴鹿市教育振興基本計画 

※キャリアステージ…経験年数に応じて求められる資質能力の段階のこと。 
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◇◇単単位位施施策策－－００６６２２３３：：地地域域資資源源をを生生かかししたた学学習習環環境境のの充充実実  

－担当課：文化振興課－ 

 

目 的 
地域社会との連携，支援により，子どもたちの家庭や地域における学

習環境を充実します。 

概 要 

・保護者や地域住民の交流を通して進める学習や体験活動により，家

庭教育に関する理解を深めます。 

・地域住民の協力を得て，放課後などや学校の夏季休業日などを活用

し，子どもたちに多様な体験，学習活動の機会と場を提供します。 

・社会教育関係団体を支援し，地域の学習環境の充実を図ります。 

成

果

指

標 

指標名 

地域のボランティアが，主体となっ

て企画，運営する放課後子ども教

室，土曜体験学習の教室数（累計） 

目標値 

（2019年度） 
11教室 

指標設定

理由 

多くの小学校区において放課後子

ども教室，土曜体験学習の教室数が

増えることにより，子どもたちの学

習機会が増えることにつながるた

め。 

現状値 

（2015年度） 
7教室 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

「放課後子ども総合プラン」に基づく鈴鹿市行動計画 
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■成果指標１：地域の芸能や祭りを含む芸術・文化活動，生涯学習活動に参加してい

る市民の割合 

現状値 

（2015年度） 
32.6％ 

目標値 

（2023年度） 
40.0％ 

 

 

 

市民が文化・学習活動を行う場となる施設が老朽化しています。施設の長寿命化への

対応や維持・管理コストの削減が求められています。 

 施設の利用者が高齢化，固定化してきており，新規利用者，若い世代の利用者が減っ

てきています。 

文化・学習活動から学んだことを地域づくり・人づくりに生かしきれていない状態で

す。 

 

 

施設の老朽化に伴う改修を計画的に行い，施設の維持・管理コストの削減方法を考え

る必要があります。 

魅力的な活動内容を提供するとともに，今後は学んだことをアウトプットできる環境

整備に力を入れていく必要があります。 

 

 

市民が多様な芸術・文化活動，生涯学習活動を行えるようなハード環境を整え，関係

団体などと連携しながら，全てのライフシーンに応じた魅力あるソフト事業を市民に提

供します。 

また，身に付けた活動の成果を，まちの活性化につなげられる仕組みづくりと担い手

育成を行います。 

 

 

現  状  認  識 

将来展望を踏まえた課題 

 

行政の使命（ミッション） 

 

 

めざすべき都市の状態０７ 

「人と文化を育み，心豊かに過ごしていること」 

 



 

- 85 - 

施施策策－－００７７１１：：自自らら学学びび，，広広げげるる文文化化とと生生涯涯学学習習活活動動のの推推進進  

－担当部：文化スポーツ部－ 

【施策の概要】 

 文化活動へ参加する機会や場を提供します。 

様々なライフステージの市民がつながり，学べる機会と場を整えます。 

市民が自ら学び，成果やつながりを地域に広げられるようにします。 

 

◇◇単単位位施施策策－－００７７１１１１：：市市民民参参加加にによよるる芸芸術術・・文文化化活活動動のの推推進進  

－担当課：文化振興課－ 

 

目 的 
市民が，文化事業に参加し，芸術文化を楽しむとともに，地域に伝え，

広げられるようにします。 

概 要 

・文化団体との協働や活動支援を通して，誰でも参加し楽しめる文化

に触れる機会と場を提供します。 

・文化活動を通じて得た成果を活用して，積極的に地域づくりができ

る環境を整えます。 

・施設の長寿命化とバリアフリー化などの整備を図り，効率的，効果

的に運営します。 

成

果

指

標 

指標名 

鈴鹿市及び鈴鹿市文化振興事業団，

鈴鹿市芸術文化協会が行う文化事

業への参加者数 

目標値 

（2019年度） 
30,000人 

指標設定

理由 

文化事業への参加者数を増やすこ

とは，その後の文化活動，地域づく

りにつながるため。 

現状値 

（2015年度） 

26,781人 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

第2次鈴鹿市文化振興ビジョン 
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◇◇単単位位施施策策－－００７７１１２２：：学学びび，，生生かかすす生生涯涯学学習習のの推推進進  

－担当課：文化振興課－ 

 

目 的 
市民が生涯にわたり主体的に学習活動に取り組めるように，学習の場

の情報や学習機会を提供します。 

概 要 

・市民の多様な学習ニーズに応えるため，学習の場の情報を提供しま

す。 

・学官連携による専門的な学習事業を実施します。 

・社会参加への第一歩となる成人式を，新成人の主体的な企画運営に

より実施します。 

成

果

指

標 

指標名 
市民が自ら参加した生涯学習の講

座での満足度 

目標値 

（2019年度） 
100％ 

指標設定

理由 

全ての受講者が満足できる学習内

容にすることは，多くの市民が興味

を持って主体的に学べる場の提供

につながるため。 

現状値 

（2015年度） 

94％ 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 
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◇◇単単位位施施策策－－００７７１１３３：：図図書書ササーービビススのの充充実実  

－担当課：図書館－ 

 

目 的 市民が読書に親しみ，知識や教養を高める環境を整備します。 

概 要 

・蔵書を充実することにより，読書に親しみ，楽しむ機会と場を提供

します。 

・読書を通じて得た知識・教養・技術を生かした地域づくりの支援を

します。 

・施設を効率的に運営するとともに，長寿命化を図ります。 

・地域の特性に合わせた配本サービスを提供するため，地域サービス

事業の再構築を図ります。 

・読み聞かせボランティアの育成や学校図書館との連携など，子ども

への読書支援を行います。 

成

果

指

標 

指標名 市民一人当たりの年間貸出冊数 
目標値 

（2019年度） 
3.5冊 

指標設定

理由 

市民一人当たりの年間貸出冊数が

増加することは，多くの市民が読書

に親しみ，知識や教養が深まること

につながるため。 

現状値 

（2015年度） 

3.1冊 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

鈴鹿市立図書館サービス方針 

鈴鹿市立図書館サービス方針実施計画 
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施施策策－－００７７２２：：文文化化財財のの保保護護とと活活用用のの推推進進  

－担当部：文化スポーツ部－ 

【施策の概要】 

 現存する文化財の発掘・調査を行い，次世代に向けての適切な保存を図ります。 

 地域資源である文化財の積極的な活用を図り，郷土の歴史及び文化に触れる機会を設

定します。 

 文化財の保存及び活用につながる交流活動を通して，地域貢献できる人材の育成に取

り組みます。 

 

◇◇単単位位施施策策－－００７７２２１１：：文文化化財財のの発発掘掘・・調調査査とと保保存存  

－担当課：文化財課－ 

 

目 的 
市内に残る貴重な文化財の発掘・調査を進め，次世代に向けて文化財

を適切に保存します。 

概 要 

・地域の文化財を掘り起こし，学識経験者の協力を得て，文化財調査

を進めます。 

・貴重な文化財を次世代に継承するため，文化財指定を行います。 

・学識経験者からの指導助言に基づき，文化財の修復を進めます。 

・文化財所有者及び管理者との連携を図り，長期的な保存に向けた管

理を進めます。 

成

果

指

標 

指標名 指定文化財の件数（累計） 
目標値 

（2019年度） 
100件 

指標設定

理由 

文化財指定を行うことは，法令規制

の面で，貴重な文化財の価値を損な

うことなく，確実に長期的な保存が

図られるため。 

現状値 

（2015年度） 
96件 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

第２次鈴鹿市文化振興ビジョン 

史跡伊勢国分寺跡及び周辺整備基本計画 

史跡伊勢国分寺跡整備基本計画 

史跡伊勢国府跡保存管理計画 
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◇◇単単位位施施策策－－００７７２２２２：：文文化化財財をを活活用用ししたたままちちづづくくりり  

－担当課：文化財課－ 

 

目 的 

地域資源の文化財を活用し，文化財に親しむ機会を提供するととも

に，文化財を生かした世代間の交流が行われる魅力ある地域づくりを

展開します。 

概 要 

・特別展・企画展の開催や，発掘調査の説明会などを通して，文化財

に親しむ機会を提供します。 

・ワークショップなどの開催により，文化財の魅力を分かりやすく伝

えます。 

・文化財の保存や活用に関わる交流を通して，地域に貢献できる担い

手を育てます。 

・地域に残る歴史・文化遺産を発信し，交流人口の増加を図ります。 

成

果

指

標 

指標名 
博物館・資料館・記念館などの来館

者数 

目標値 

（2019年度） 
32,000人 

指標設定

理由 

博物館や資料館・記念館などの来館

者数が増加することにより，郷土史

や文化財への関心が高まり，知識が

深まることで，文化財を生かした魅

力ある地域づくりにつながるため。 

現状値 

（2015年度） 

30,850人 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

第２次鈴鹿市文化振興ビジョン 
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■成果指標１：スポーツ（運動を含む）をしたり，観戦やボランティアの形でスポー

ツに関わっている市民の割合 

現状値 

（2015年度） 
29.9％ 

目標値 

（2023年度） 
35.0％ 

 

 

 

スポーツは，従来からの競技スポーツのみならず，健康寿命の延伸につながるような

運動機会の提供，スポーツツーリズムを通じた地域の活性化まで非常に多様化しつつあ

ります。また，市が管理する運動施設においては，老朽化が進み，施設の長寿命化やバ

リアフリー化も求められています。 

２０１８（平成３０）年度には，全国高等学校総合体育大会が，２０２１（平成３３） 

年度には，国民体育大会の開催が三重県で予定されています。また，２０２０（平成 

３２）年度には，東京オリンピック・パラリンピックが開催されるなど，市民のスポー

ツに対する関心もますます高まると考えられます。 

 

 

市民がスポーツ（運動）に親しむ機運が高まる中で，スポーツ（運動）に対する様々

なニーズを把握し，「健康づくり」や「生きがいづくり」につながる場を提供するとと

もに，今後開催が予定されている大規模スポーツイベントを活用し，あらゆる方面にそ

の効果を波及させていく必要があります。 

 

 

 スポーツ団体及び地域などと連携を深め，大規模なスポーツイベントの開催を契機に

市民が，スポーツ（運動）に気軽に参加し，親しめる環境の支援・整備を進め，スポー

ツ（運動）をしたり，観たり，支える機会を拡充し，健康で生きがいのある生活が送れ

る市民を増やします。 

そのためにも，各種スポーツ団体と連携し，市民が主体的に参加できる仕組みづくり

を行い，市内運動施設の計画的な整備を進めて行きます。 

 

 

現  状  認  識 

将来展望を踏まえた課題 

 

行政の使命（ミッション） 

 

 

めざすべき都市の状態０８ 

「スポーツを観て，参加して，楽しんでいること」 
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施施策策－－００８８１１：：ススポポーーツツ（（運運動動））をを通通じじたた豊豊かかささのの醸醸成成  

－担当部：文化スポーツ部－ 

【施策の概要】 

 市民が生涯にわたって楽しめるスポーツ（運動）を提供します。 

 

◇◇単単位位施施策策－－００８８１１１１：：市市民民参参加加型型ススポポーーツツのの推推進進  

－担当課：スポーツ課－ 

 

目 的 
市民がスポーツ活動に親しみながら，健康的な生活を送る環境を整備

します。 

概 要 

・スポーツ（運動）に親しむことで，市民が健康で生きがいのある生

活が送れるようにします。 

・市民のニーズに合った魅力ある各種スポーツ事業を推進します。 

成

果

指

標 

指標名 
市主催などの各種スポーツ行事・教

室などへの年間参加者数 

目標値 

（2019年度） 
38,000人 

指標設定

理由 

市主催などの各種スポーツ行事・教

室への参加者数が増加することは，

市民がスポーツ活動に親しみなが

ら健康的な生活を送っていくこと

につながるため。 

現状値 

（2015年度） 

37,000人 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

第２次鈴鹿市スポーツ振興計画 
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◇◇単単位位施施策策－－００８８１１２２：：快快適適にに利利用用ででききるる運運動動施施設設のの整整備備・・運運営営  

－担当課：スポーツ課－ 

 

目 的 運動施設を整備・充実し，多くの市民の利用を促進します。 

概 要 

・運動施設の整備・充実を図ることにより，スポーツ人口の増加や競

技力の向上につなげます。 

・地域の活性化に寄与するスポーツの場を提供します。 

成

果

指

標 

指標名 
運動施設及び学校体育施設開放事

業の年間利用者数 

目標値 

（2019年度） 
950,000人 

指標設定

理由 

年間利用者数の増加は，運動施設が

整備・充実され，多くの市民に利用

されていることにつながるため。 

現状値 

（2015年度） 

920,000人 

（2014年度） 

単位施策を 

推進する 

個別の計画 

第２次鈴鹿市スポーツ振興計画 




